
序　文（吉村）

i

序　
　

文

吉
村
武
彦

　

人
類
は
、
文
字
の
使
用
に
よ
っ
て
、
文
明
社
会
に
入
る
と
い
わ
れ
る
。
文
字
が
発
明
さ
れ
る
以
前
に
は
、
絵
画
や
記
号
文
な
ど
が
存
在
し
、

個
人
・
集
団
の
意
思
表
示
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
段
階
か
ら
、
さ
ら
に
「
書
く
こ
と
・
読
む
こ
と
」

が
付
け
加
わ
り
、
文
明
社
会
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。

　

国
家
的
支
配
が
問
題
に
な
る
時
期
に
は
、
各
種
の
情
報
を
伝
達
し
、
蓄
積
す
る
た
め
に
文
字
は
必
要
・
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
た
。
書
く
（
刻

む
こ
と
も
含
め
る
）
た
め
に
は
、
文
字
を
書
く
紙
・
木
材
・
土
財
・
石
材
・
金
属
な
ど
の
素
材
（
媒
体
）
と
、
筆
・
ヘ
ラ
（
篦
）
な
ど
の
書
く
道
具

が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
が
文
字
関
係
の
史
・
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

文
字
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
文
字
そ
の
も
の
の
考
察
の
ほ
か
、
文
字
関
係
の
史
・
資
料
研
究
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
な

か
に
は
伝
世
品
も
存
在
す
る
が
、
そ
の
多
く
は
地
中
か
ら
出
土
す
る
遺
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
と
も
と
残
存
し
や
す
い
も
の
と
、
し
に

く
い
も
の
、
残
存
で
き
な
い
も
の
と
が
あ
る
。

　

さ
て
、
地
球
上
で
は
各
地
域
で
文
字
が
発
明
さ
れ
た
が
、
日
本
列
島
で
は
独
自
の
文
字
を
創
り
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
中

国
大
陸
か
ら
海
を
隔
て
て
東
縁
に
位
置
す
る
列
島
で
は
、
直
接
あ
る
い
は
朝
鮮
半
島
を
介
し
て
、
中
国
で
発
明
さ
れ
た
漢
字
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
漢
字
文
化
圏
に
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
で
発
展
し
て
い
た
政
治
思
想
と
し
て
の
儒
教
や
礼
制
度
、
そ
し
て
漢

訳
仏
典
を
通
じ
て
仏
教
な
ど
の
宗
教
思
想
、
さ
ら
に
律
令
を
受
容
し
て
律
令
制
国
家
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

漢
字
は
、
漢
字
文
化
圏
で
あ
る
「
東
ア
ジ
ア
世
界
」
の
共
通
語
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
漢
字
の
取
得
に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
の
一
員
と
な
る
。

列
島
と
大
陸
と
で
は
、
そ
も
そ
も
使
用
さ
れ
る
言
葉
の
意
味
が
違
う
ば
か
り
か
、
文
法
構
造
も
異
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
漢
字
・
漢
語
・
漢
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文
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
意
思
や
国
家
意
思
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
個
人
・
国
家
間
の
意
思
伝
達
も
可
能
と
な
っ
た
。

　　

日
本
古
代
で
は
、世
界
的
に
は
希
有
と
も
い
わ
れ
る
正
倉
院
文
書
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
文
書
）』（
東
京
大
学
出
版
会
）

と
し
て
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
厳
密
に
い
え
ば
、「
文
書
」
の
ほ
か
、「
帳
簿
・
書
類
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

地
中
か
ら
出
土
す
る
文
字
史
料
（
資
料
）
と
し
て
は
、
木
簡
が
最
大
の
史
料
群
で
あ
る
。
そ
の
数
は
五
十
万
点
近
い
と
い
わ
れ
る
が
、
奈
良

文
化
財
研
究
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
木
簡
庫
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
文
字
が
判
読
で
き
る
も
の
は
限
ら
れ
て
い
る
。
古
代
史
研

究
で
は
、『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』
な
ど
の
六
国
史
や
、『
令
集
解
』『
類
聚
三
代
格
』
な
ど
の
法
令
集
を
使
う
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

編
纂
物
で
あ
り
、
同
時
代
史
料
と
し
て
の
木
簡
な
ど
と
は
、
史
料
の
性
格
に
違
い
が
あ
る
。

　

木
簡
に
つ
い
で
多
い
の
が
、
墨
書
土
器
（
刻
書
土
器
を
含
む
）
で
あ
り
、
実
際
に
は
二
十
万
点
近
い
と
思
わ
れ
る
。
本
来
な
ら
ば
国
家
的
機
関

に
よ
っ
て
集
成
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
よ
う
な
研
究
業
務
で
あ
る
。
こ
う
し
た
兆
し
が
な
か
っ
た
た
め
、
我
々
の
チ
ー
ム
が
主
に

文
部
科
学
省
（
日
本
学
術
振
興
会
）
の
科
学
研
究
費
の
支
援
を
受
け
、
一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
）
か
ら
、
墨
書
土
器
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を
進

め
て
き
た
。
当
初
は
手
探
り
状
態
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
双
方
向
性
を
も
ち
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
利
用
し
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
日

本
墨
書
土
器
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
て
い
る
。
科
研
費
と
い
う
公
的
資
金
に
よ
っ
て
作
成
し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
の
で
、
原
則
的
に

公
開
す
る
か
た
ち
で
運
用
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
文
字
瓦
や
紡
錘
車
（
紡
輪
）
の
類
と
漆
紙
文
書
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
研
究
や
デ
ー
タ
の
集
成
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

文
字
瓦
は
、
明
治
大
学
日
本
古
代
学
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。
紡
錘
車
（
墨
書
・
刻
書
紡
輪
）
に
つ
い
て
は
、
高
島
英
之
「
紀

年
銘
刻
書
紡
錘
車
の
基
礎
的
研
究
」（『
日
本
古
代
の
国
家
と
王
権
・
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
と
本
書
第
三
部
所
収
の
「
7　

刻
書
紡
輪
」
を

あ
げ
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
漆
紙
文
書
に
関
し
て
は
、
古
尾
谷
知
浩
『
漆
紙
文
書
と
漆
工
房
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
に
、
漆
紙

文
書
の
出
土
遺
跡
一
覧
と
釈
文
集
成
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
地
道
な
研
究
作
業
を
通
じ
て
集
成
さ
れ
て
お
り
、
出
土
文
字
史
料
と

し
て
は
き
わ
め
て
貴
重
な
デ
ー
タ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
書
は
、
出
土
文
字
史
料
の
う
ち
、
木
簡
・
漆
紙
文
書
を
除
き
、
墨
書
土
器
・
文
字
瓦
・
紡
錘
車
に
照
準
を
あ
て
て
編
集
し
た
研
究
論
集

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
墨
書
土
器
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
中
心
に
力
を
注
い
で
き
た
。
古
代
史
研
究
に
資
す
る
た
め
に
は
、
全
国
各
地

の
墨
書
土
器
を
集
成
し
、
あ
る
程
度
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
必
要
と
考
え
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
毎
年
の
よ
う
に
出
土
す
る
墨
書
土
器
の
デ
ー
タ
集
成
に
は
、
限
り
が
な
い
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
並
行
し
て
、
中
間
的
な

か
た
ち
で
も
研
究
総
括
が
必
要
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
チ
ー
ム
内
で
相
談
し
、
研
究
小
括
を
成
果
と
し
て
刊
行
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
、
列
島
が
漢
字
文
化
圏
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
文
字
ど
お
り
東
ア
ジ
ア
世
界
を
網
羅
し
よ
う
と
試
み
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
ベ
ト

ナ
ム
に
視
野
を
拡
げ
て
い
る
。
実
際
に
も
、
中
国
・
半
島
・
ベ
ト
ナ
ム
に
は
墨
書
土
器
が
存
在
し
て
お
り
、
南
京
・
慶
州
・
ハ
ノ
イ
の
各
博
物
館
・

研
究
所
に
お
い
て
実
見
し
て
き
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
墨
書
土
器
の
点
数
は
日
本
と
は
異
な
っ
て
少
な
く
、
研
究
者
も
限
ら
れ
て
い
る
（
ほ
か
に

魅
力
的
な
遺
跡
・
遺
物
が
多
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
）。

　

本
書
で
は
、
多
様
な
墨
書
土
器
と
文
字
瓦
・
紡
錘
車
と
い
う
史
・
資
料
を
考
慮
し
て
、
全
体
を
四
部
構
成
と
し
て
必
要
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。

我
々
の
チ
ー
ム
だ
け
で
は
必
ず
し
も
カ
バ
ー
で
き
な
い
の
で
、
墨
書
土
器
・
出
土
文
字
史
料
に
精
通
し
て
い
る
最
適
の
研
究
者
の
協
力
を
得
る

こ
と
に
し
た
。

　

第
一
部
「
出
土
文
字
史
料
と
し
て
の
墨
書
土
器
・
文
字
瓦
」
で
は
、
吉
村
武
彦
「
1　

出
土
文
字
史
料
の
歴
史
」
が
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

出
土
し
た
文
字
史
料
の
歴
史
を
概
観
し
た
。
絵
画
・
記
号
文
か
ら
文
字
の
利
用
ま
で
問
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

次
に
、矢
越
葉
子
「
2　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
み
た
墨
書
土
器
」
に
お
い
て
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
墨
書
土
器
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
扱
え
ば
情
報
が
え
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
基
礎
デ
ー
タ
の
解
説
を
行
な
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
発

展
に
よ
っ
て
、
身
近
に
な
っ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
で
き
る
研
究
環
境
に
、
墨
書
土
器
研
究
も
新
し
い
研
究
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ

れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
肝
心
な
こ
と
は
墨
書
土
器
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
場
で
使
わ
れ
た
の
か
、
記
さ
れ
た
文
字
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ

の
か
、
と
い
う
基
本
的
事
項
で
あ
ろ
う
。
三
上
喜
孝
「
3　

墨
書
土
器
と
は
何
か
」
は
、
研
究
史
を
振
り
か
え
り
な
が
ら
、
こ
の
基
礎
的
な
問
い

に
て
い
ね
い
に
答
え
て
い
く
。
集
落
か
ら
出
土
す
る
墨
書
土
器
が
、
単
に
祭
祀
・
儀
礼
だ
け
で
は
な
く
、
背
景
に
あ
る
農
業
経
営
や
「
虚
構
性
」

な
ど
の
視
点
か
ら
、
墨
書
土
器
の
新
た
な
特
徴
を
え
ぐ
り
出
し
て
い
る
。

　

加
藤
友
康
「
4　

墨
書
土
器
と
情
報
伝
達
」
は
、
墨
書
土
器
が
書
記
さ
れ
た
時
点
で
の
情
報
を
伝
え
る
史
料
で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
注
目
す
る
。

情
報
を
発
信
す
る
文
字
は
、
単
字
で
書
か
れ
る
場
合
と
多
文
字
で
記
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
り
、
文
字
の
種
類
・
性
格
も
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

文
書
様
墨
書
土
器
や
帳
簿
様
墨
書
土
器
も
存
在
し
、
文
字
以
外
に
人
面
も
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
ど
の
よ

う
な
機
能
を
持
つ
の
か
、
情
報
伝
達
の
問
題
も
重
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
和
歌
墨
書
に
つ
い
て
、「
情
報
の
流
れ
」
を
掌
握
す
る
こ
と
は
、
和
歌
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の
研
究
課
題
で
も
あ
ろ
う
。

　

文
字
瓦
に
関
し
て
は
、
中
村
友
一
「
5　

飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
文
字
瓦
」
が
、
文
字
瓦
の
瓦
の
種
類
、
文
字
の
記
銘
・
表
記
の
仕
方
を
説
明
し
、

研
究
史
を
整
理
す
る
。
文
字
瓦
が
江
戸
時
代
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
驚
か
れ
る
読
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
つ
い
で
文
字
瓦
出
土
の
主
要

な
遺
跡
と
記
載
内
容
が
紹
介
さ
れ
る
の
で
、
文
字
瓦
の
概
要
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ジ
タ
ル
史
料
と
違
っ
て
、
全
体
像
を
知
る
に
は
ア

ナ
ロ
グ
史
料
の
方
が
分
か
り
や
す
い
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
文
字
瓦
研
究
の
意
義
と
、
研
究
の
新
視
点
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

第
二
部
「
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
墨
書
土
器
」
は
、
遺
跡
の
性
格
に
応
じ
て
区
分
け
し
、
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
墨
書
土
器
・
文
字
瓦
・
出

土
文
字
史
料
に
つ
い
て
論
及
し
た
論
文
か
ら
成
る
。
墨
書
土
器
は
官
衙
に
お
い
て
も
、
中
央
の
宮
都
と
地
方
官
衙
で
は
違
っ
た
様
相
が
あ
る
。

ま
た
、
寺
院
に
は
寺
院
独
自
の
特
色
が
あ
り
、
生
活
の
場
で
あ
る
集
落
で
は
さ
ら
に
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。

　

市
大
樹
「
1　

宮
都
の
墨
書
土
器
」
は
、
大
量
の
土
器
が
使
用
さ
れ
、
後
に
廃
棄
さ
れ
る
宮
都
の
墨
書
土
器
を
考
察
す
る
。
少
な
い
と
は
い
え
、

墨
書
さ
れ
る
器
物
は
最
盛
期
に
は
数
％
と
い
わ
れ
る
。
し
か
も
、
各
地
か
ら
将
来
さ
れ
、
な
か
に
は
調
庸
物
な
ど
の
納
税
品
も
存
在
す
る
。
そ

の
た
め
地
名
・
人
名
の
記
載
が
少
な
く
な
い
。
木
簡
と
の
比
較
も
可
能
で
あ
り
、
墨
書
土
器
の
独
自
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
の
国
府
と
郡
家
の
地
方
官
衙
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
柴
田
博
子
「
2　

地
方
官
衙
の
墨
書
土
器
」
が
と
り
あ
げ
る
。
遺
跡
・
遺
構
の
特
徴

か
ら
官
衙
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
て
も
、
文
字
が
出
土
し
な
い
と
な
か
な
か
判
断
が
難
し
い
。「
国
厨
」
や
「
郡
厨
」
の
墨
書
土
器
が
出

土
す
れ
ば
、
官
衙
の
性
格
を
判
断
す
る
一
つ
の
材
料
と
な
る
。
国
府
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
文
字
が
墨
書
土
器
に
記
銘
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
一
覧

表
か
ら
国
府
の
墨
書
土
器
の
特
徴
に
迫
っ
て
い
く
。
郡
家
の
場
合
は
、
典
型
例
か
ら
、
郡
家
関
連
遺
跡
ま
で
及
ん
で
考
察
す
る
。

　

官
衙
遺
跡
と
対
比
さ
れ
る
寺
院
に
つ
い
て
は
、川
尻
秋
生
「
3　

寺
院
の
墨
書
土
器
」
が
、「
瓦
葺
き
の
寺
院
」
と
瓦
を
葺
か
な
い
村
落
寺
院
（
村

堂
）
に
分
け
て
考
察
す
る
。
寺
名
に
は
、
地
域
名
か
ら
く
る
名
称
（
た
と
え
ば
飛
鳥
寺
）
と
法
号
（
法
興
寺
）
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
名
称
は
墨
書

土
器
か
ら
復
元
で
き
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
墨
書
土
器
か
ら
寺
院
の
諸
施
設
を
判
定
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
文
字
数
が
少
な
い
墨
書

土
器
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
国
の
村
落
寺
院
の
輪
郭
が
明
ら
か
に
な
る
研
究
で
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
と
の
比
較
も
可
能
と
な
る
、
新
た
な
研

究
の
道
筋
を
示
す
。

　

地
域
の
集
落
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
栗
田
則
久
「
4　

集
落
の
墨
書
土
器
」
は
、
こ
の
研
究
課
題
に
迫
っ
て
い
く
。
墨
書
土
器

の
出
土
は
、
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
事
情
が
異
な
る
が
、
東
国
に
お
け
る
出
土
数
が
多
く
、
な
か
で
も
千
葉
県
が
突
出
し
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、

一
文
字
な
い
し
二
文
字
が
圧
倒
的
で
あ
る
が
、
少
数
な
が
ら
多
文
字
も
あ
る
。
本
論
考
は
出
土
点
数
の
多
い
県
の
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
千
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葉
県
の
下
総
国
印
旛
郡
村
神
郷
と
上
総
国
山
辺
郡
出
土
の
墨
書
土
器
の
特
徴
を
、
新
た
な
編
年
基
準
で
摘
出
す
る
。
新
た
な
土
地
開
発
や
地
域

の
拠
点
的
集
落
に
多
く
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
。
以
上
が
、
日
本
列
島
に
関
す
る
宮
都
・
地
方
官
衙
・
寺
院
・
集
落
の
墨
書

土
器
の
論
考
で
あ
る
。

　

さ
て
、
研
究
の
視
野
を
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化
圏
に
拡
げ
る
と
、
墨
書
土
器
や
文
字
瓦
な
ど
の
出
土
文
字
史
料
の
特
徴
は
、
奈
辺
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

金
在
弘
「
5　

韓
国
出
土
の
古
代
墨
書
土
器
」
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
墨
書
土
器
研
究
の
到
達
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
日
本
の
墨
書
土
器

と
の
研
究
比
較
で
は
、
朝
鮮
半
島
の
墨
書
土
器
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
文
字
の
あ
る
銘
文
土
器
と
し
て
、
墨
書
・
刻
書
・
押
印
土
器
に
分

類
し
、
三
国
時
代
と
統
一
新
羅
時
代
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
的
・
地
域
的
特
色
を
解
き
明
か
す
。
統
一
新
羅
時
代
で
は
王
京
と
地
方
の

遺
跡
に
分
け
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
墨
書
土
器
を
考
察
す
る
う
え
で
有
益
な
論
点
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　

中
国
で
は
、「
土
器
」
の
用
語
に
つ
い
て
日
本
と
は
異
な
る
定
義
が
あ
る
。
石
黒
ひ
さ
子
「
6　

中
国
の
墨
書
陶
器
・
墨
書
陶
磁
器
」
は
、
日

中
の
相
違
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
墨
書
陶
器
と
墨
書
陶
磁
器
の
特
徴
に
迫
っ
て
い
る
。
中
国
で
も
か
な
り
の
出
土
品
が
あ
る
が
、
ま
だ
デ
ー
タ

集
成
が
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
遺
跡
報
告
書
か
ら
集
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
論
考
は
、
こ
う
し
た
現
状
か
ら
墨
書
土
器
研
究
の
体
系
化
を
め

ざ
し
た
序
説
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
で
、
日
本
列
島
・
朝
鮮
半
島
・
中
国
大
陸
に
お
け
る
研
究
の
状
況
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
瓦
は
六
世
紀
末
に
仏
教
寺
院
の
造
営
と
関
係
し
て
百
済
か
ら
導
入
さ
れ
た
。
朝
鮮
半
島
に
は
、
楽
浪
郡
の
設
置
（
前
一
〇
八
年
）

に
と
も
な
っ
て
伝
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
、文
字
瓦
の
使
用
も
楽
浪
郡
と
関
係
し
て
開
始
さ
れ
て
い
る
。
李
炳
鎬
「
7　

百
済
・
新
羅
の
文
字
瓦
」（
生

江
麻
里
子
訳
）
は
、
百
済
と
統
一
新
羅
時
代
の
文
字
瓦
の
展
開
を
追
い
、
韓
国
古
代
史
に
お
け
る
文
字
瓦
研
究
の
方
向
性
の
提
示
を
意
図
し
て
い
る
。

百
済
や
新
羅
の
文
字
瓦
は
製
作
集
団
や
年
号
の
刻
印
が
多
く
、
検
収
の
意
味
が
多
い
。
し
か
し
、
新
羅
末
に
大
き
な
画
期
を
迎
え
る
と
い
う
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
タ
ン
ロ
ン
皇
城
遺
跡
の
発
掘
で
出
土
文
字
研
究
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
る
。
フ
ァ
ム
・
レ
・
フ
ィ
「
8　

出
土
文
字

資
料
と
安
南
都
護
府
の
研
究
」
は
、
新
段
階
に
応
じ
た
意
欲
的
な
ベ
ト
ナ
ム
の
文
字
史
料
研
究
で
あ
る
。
文
字
の
使
用
と
関
係
す
る
安
南
都
護

府
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
総
括
し
、
国
内
外
の
史
・
資
料
を
駆
使
し
て
成
立
年
代
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
の
出
土
文
字

史
料
の
主
流
で
あ
る
文
字
磚
を
活
用
し
な
が
ら
、
安
南
都
護
府
の
実
態
に
迫
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
ベ
ト
ナ
ム
の
出
土
文

字
史
料
で
あ
り
、
貴
重
な
発
信
で
あ
る
。
以
上
が
第
二
部
の
紹
介
で
あ
る
。
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さ
て
、
第
一
部
で
は
墨
書
土
器
と
文
字
瓦
の
特
徴
、
そ
し
て
第
二
部
で
は
出
土
す
る
遺
跡
の
性
格
に
応
じ
、
宮
都
・
地
方
官
衙
・
寺
院
・
集

落
か
ら
出
土
す
る
墨
書
土
器
の
特
徴
に
つ
い
て
概
括
的
に
論
じ
て
い
る
。
あ
る
意
味
で
は
墨
書
土
器
の
定
義
や
、
遺
跡
の
性
格
を
重
視
し
た
研

究
視
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
書
記
さ
れ
描
写
さ
れ
た
文
字
・
絵
か
ら
墨
書
土
器
を
観
察
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
「
場
景
」
が
み
え
て
く
る
の
か
、

こ
れ
も
ま
た
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

遺
跡
か
ら
出
土
す
る
墨
書
土
器
（
刻
書
土
器
を
含
む
）
に
は
、
書
か
れ
た
文
字
の
種
類
（
仮
名
・
漢
字
）
や
、
文
字
そ
の
も
の
に
も
「
個
性
」
が
あ

る
。
日
本
語
の
表
記
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、
ど
う
し
て
文
字
が
記
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
、
誰
し
も
そ
の
謎
に
迫
り
た
く

な
る
。
ま
た
、
文
字
も
記
さ
れ
（
少
数
例
）、
あ
る
い
は
文
字
の
記
載
が
な
い
（
多
数
例
）
人
面
の
姿
が
描
か
れ
た
人
面
墨
書
土
器
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
何
を
意
図
し
て
書
記
さ
れ
、
描
写
さ
れ
た
の
か
、
関
心
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
遺
跡
に
よ
っ
て
は
、
墨
書
土
器
も
木
簡
も
出
土

す
る
遺
跡
が
あ
る
。
何
か
特
別
の
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
関
心
に
応
え
る
た
め
に
、
第
三
部
で
は
「
墨
書
土
器
の
諸
相
」、
第
四
部
に
「
遺
跡
の
な
か
の
墨
書
土
器
」
の
部
立
て
を
行
な
い
、

墨
書
土
器
の
魅
力
を
具
体
的
に
伝
え
よ
う
と
思
う
。

　

土
器
は
縄
文
時
代
か
ら
み
ら
れ
る
が
、
縄
文
土
器
で
は
火
焰
（
火
炎
）
土
器
に
目
を
奪
わ
れ
る
。
し
か
し
、
人
面
付
き
注
口
土
器
や
人
面
の
あ

る
吊
り
手
土
器
な
ど
顔
が
描
か
れ
て
い
る
。
ど
う
し
て
土
器
に
顔
面
が
記
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
芸
術
作
品
と
も
い
わ
れ
る
が
、
土
面
や
仮

面
も
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
土
器
に
は
直
接
に
は
つ
な
が
ら
な
い
が
、
人
面
墨
書
土
器
の
面
相
も
興
味
深
い
。
山
路
直
充
「
1　

下
総
国

府
か
ら
考
え
る
人
面
墨
書
土
器
祭
祀
」
は
、
千
葉
県
市
川
市
の
北
下
遺
跡
出
土
の
人
面
墨
書
土
器
を
手
が
か
り
に
祭
祀
の
実
態
に
迫
る
。

　

墨
書
土
器
の
文
字
は
一
、
二
文
字
の
漢
字
が
多
く
、
多
文
字
の
墨
書
は
珍
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
仮
名
書
き
の
墨
書
土
器
（
仮
名
書
き
土
器
）

が
出
土
し
、
注
目
を
集
め
て
き
た
。
鈴
木
景
二
「
2　

仮
名
書
き
土
器
」
は
、
仮
名
が
記
さ
れ
た
土
器
を
通
じ
て
、
平
仮
名
（
平
か
な
）
の
成
立

問
題
に
つ
い
て
の
研
究
の
現
状
を
語
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
仮
名
書
き
の
文
学
作
品
は
写
本
を
通
じ
て
伝
世
さ
れ
た
の
で
、
原
本
そ
の
も
の
が

存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
仮
名
書
き
土
器
は
同
時
代
史
料
で
あ
り
、
日
本
語
表
記
史
の
う
え
で
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　

一
方
、
一
、
二
文
字
の
漢
字
が
書
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
荒
木
志
伸
「
3　

墨
書
土
器

の
文
字
」
が
、
こ
の
課
題
に
応
え
る
。
時
期
・
地
域
に
よ
っ
て
様
相
は
異
な
る
が
、「
大
平
」
墨
書
土
器
の
特
徴
を
考
察
し
た
後
、「
寺
」
の
文

字
が
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
に
つ
い
て
遺
跡
ご
と
に
分
析
す
る
。「
寺
」
字
が
必
ず
し
も
寺
院
施
設
を
示
さ
な
い
こ
と
な
ど
、
墨
書
土
器
に
お
け
る

文
字
解
読
の
研
究
姿
勢
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

　

木
簡
は
木
材
に
書
か
れ
て
お
り
、
地
下
水
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
と
い
う
遺
跡
出
土
の
環
境
条
件
の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
墨
書
土
器
の
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出
土
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
宮
都
に
限
ら
ず
木
簡
と
墨
書
土
器
が
出
土
す
る
遺
跡
も
少
な
く
は
な
い
。
荒
井
秀
規
「
4　

木
簡
と
墨
書
土
器

が
出
土
す
る
遺
跡
」
は
、
官
衙
遺
跡
で
は
伊
場
遺
跡
（
静
岡
県
浜
松
市
）
と
深
江
北
町
遺
跡
（
兵
庫
県
神
戸
市
）・
熊
の
作
遺
跡
（
宮
城
県
山
元
町
）、
豪

族
居
館
跡
で
は
古
志
田
東
遺
跡
（
山
形
県
米
沢
市
）
を
と
り
あ
げ
る
。
ま
た
、
荘
園
で
は
東
大
寺
領
横
江
荘
遺
跡
（
石
川
県
金
沢
市
ほ
か
）、
寺
院
跡

で
は
安
芸
国
分
寺
跡
（
広
島
県
東
広
島
市
）
と
但
馬
国
分
寺
跡
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）
を
と
り
あ
げ
、木
簡
・
墨
書
土
器
出
土
の
遺
跡
の
性
格
を
考
察
す
る
。

思
わ
ぬ
発
見
も
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
語
表
記
史
の
研
究
は
、
正
倉
院
文
書
・
木
簡
を
除
く
と
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』
な
ど
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
大
量
の
木
簡
が
増
加
し
、
墨
書
土
器
・
文
字
瓦
が
付
け
加
わ
っ
た
。
同
時
代
史
料
か
ら
研
究
で
き
る
条
件
が
徐
々
に
整
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。
犬
飼
隆
「
5　

日
本
語
学
か
ら
み
た
墨
書
土
器
・
文
字
瓦
」
は
、
古
代
日
本
語
研
究
の
現
状
を
的
確
に
捉
え
、
研
究
す
べ
き
指
針
を
示

し
て
い
る
。
よ
う
や
く
「
日
常
ふ
だ
ん
」
の
言
語
表
記
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
語
表
記
史
の
ほ
か
、
和
歌
史
研
究

に
も
墨
書
土
器
の
研
究
は
必
要
に
な
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
主
に
「
墨
書
土
器
の
諸
相
」
に
沿
う
テ
ー
マ
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
墨
書
土
器
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ほ

か
の
出
土
文
字
史
料
と
比
較
し
、
墨
書
土
器
な
ら
で
は
の
特
色
を
つ
か
む
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
具
体
的
に
生
産
か
ら
詳
述
で
き
る
テ
ー
マ

と
し
て
、
渡
辺
一
「
6　

生
産
か
ら
み
た
武
蔵
国
分
寺
の
文
字
瓦
」
を
と
り
あ
げ
た
。
論
点
と
し
て
は
、
第
一
に
生
産
の
場
に
お
い
て
ど
の
よ

う
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
生
産
現
場
に
お
け
る
文
字
の
来
歴
問
題
、
第
二
に
瓦
造
り
に
お
け
る
郡
名
や
人
名
の
文
字
瓦
の
意
味
、

さ
ら
に
工
人
の
在
り
方
問
題
が
問
わ
れ
る
。
刻
書
土
器
研
究
と
の
比
較
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

　

第
三
部
の
最
後
に
は
、こ
れ
ま
で
紡
錘
車
に
記
さ
れ
た
文
字
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
出
土
文
字
史
料
に
つ
い
て
、高
島
英
之
「
7　

刻
書
紡
輪
」

が
研
究
の
現
状
を
示
し
て
い
る
。
刻
書
紡
輪
と
い
う
命
名
に
つ
い
て
は
本
文
に
譲
り
た
い
が
、
主
に
群
馬
・
埼
玉
を
中
心
と
す
る
東
国
か
ら
出

土
す
る
紡
錘
車
（
文
字
の
記
銘
は
紡
輪
部
分
に
限
定
さ
れ
る
）
の
文
字
研
究
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
群
馬
県
・
埼
玉
県
の
刻
書
紡
輪
の
デ
ー
タ
が
収
録

さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
史
料
集
で
も
あ
る
。
東
国
に
お
け
る
「
小
さ
な
、
目
立
た
ぬ
遺
物
」
と
い
わ
れ
る
が
、
今
後
の
古
代
民
衆
社
会
の
解
明

に
結
び
つ
く
、
大
き
な
手
が
か
り
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
第
四
部
で
は
、
個
別
の
遺
跡
出
土
の
墨
書
土
器
に
つ
い
て
、
そ
の
地
域
で
活
躍
す
る
研
究
者
が
遺
跡
の
性
格
と
と
も
に
墨
書
土
器
の

特
徴
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
遺
跡
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
遺
跡
の
性
格
を
配
慮
し
て
い
る
。
大
陸
・
半
島
の
入
口
に
あ
た
る
九
州
の
大
宰
府

遺
跡
（
福
岡
県
）、
東
北
の
辺
要
地
に
位
置
す
る
多
賀
城
跡
（
宮
城
県
）、
そ
し
て
斎
王
に
関
係
す
る
斎
宮
跡
（
三
重
県
）
は
、
い
ず
れ
も
国
家
的
に

重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。
次
に
、
地
方
の
官
衙
遺
跡
と
し
て
伊
場
遺
跡
（
静
岡
県
）、
寺
院
遺
跡
と
し
て
神
雄
寺
跡
（
京
都
府
）、
神
祇
信
仰
に
関
係
す
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る
青
木
遺
跡
（
島
根
県
）、
荘
園
遺
跡
と
し
て
上
荒
屋
遺
跡
（
石
川
県
）、
そ
し
て
集
落
遺
跡
と
し
て
山
田
水
呑
遺
跡
（
千
葉
県
）
で
あ
る
。
北
に
位

置
す
る
遺
跡
か
ら
順
次
配
列
し
、
紹
介
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
附
」
と
し
て
、
一
般
読
者
へ
の
ガ
イ
ド
の
役
割
も
は
た
す
、
高
島
英
之
「
1　

文
字
が
書
か
れ
る
土
器
―
墨
書
・
刻
書
土
器
の
形

と
種
類
―
」
と
、
大
川
原
竜
一
「
2　

古
代
の
墨
の
種
類
と
製
作
」
を
配
し
た
。
こ
こ
で
墨
書
土
器
の
「
土
器
」
と
「
墨
」
に
つ
い
て
、
て
い

ね
い
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
「
附
」
か
ら
読
み
始
め
て
、
土
器
と
墨
に
つ
い
て
の
深
い
知
識
を
持
つ
こ
と
は
、
本
書
全
体
の
理
解
を
深

め
て
い
く
う
え
で
、
一
つ
の
有
用
な
方
法
と
な
ろ
う
。

　

な
お
、
最
後
に
「
出
土
文
字
史
料
」
の
表
記
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
最
近
で
は
国
立
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
「
歴

史
史
料
と
は
何
か
」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
献
史
料
に
限
ら
ず
、
口
頭
伝
承
・
金
石
文
・
絵
画
な
ど
に
も
史
料
の
用
語
が
使
わ
れ
て
き
た
。

遺
物
・
遺
跡
な
ど
も
広
い
意
味
の
史
料
と
さ
れ
る
。
本
書
で
は
こ
の
歴
史
史
料
の
用
法
に
し
た
が
っ
て
「
出
土
文
字
史
料
」
の
用
語
を
用
い
た
が
、

各
論
考
に
お
い
て
は
執
筆
者
の
意
図
を
尊
重
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

以
上
、
四
部
と
附
に
収
録
し
た
諸
論
考
と
、
冒
頭
の
口
絵
に
よ
り
、
墨
書
土
器
・
文
字
瓦
の
研
究
が
よ
り
活
発
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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